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窄観、浬り手弓1き （4） 太陽観測上の注意

　黒貼群の数へ方　太陽而全膿に渉って改イ1三じ（みる黒黒蔽・・一群つつ幾群かに分けて，

椎緻のgt、’計川すろ．こ・珊のまこめ力．が・脚の・11［i・1’・難し・V・慨・墾．W］！zaut1に

於ける，各個人の光階1こ多舛があっ’（，個」・，」TJI：一一定じ（來る姐，群の分け方にも，

証してやってみる中に定・’・て直る．いくら太陽郁1乏三ってるても・小黒黙やごく・1、

さいペナンブラ（ノP暗、、ls）が沸してわれ｛坦群ノこし・叉典獅腕鞠の黒黒占も1群であ

り，二流が良い一瞬チラ・ソミ，見謡欄よ小さいペナ・ブラが1個あっても琳でa・る・X

黒薫庸ご黒黒罐の・略歴にある・鷹撫梼こちらの黒黒構に細tうか期蹴に1聡しrc・81

回するかは，非常に決定に苦しむ．勿論瞥見して，その3群たrl群に合してしまって菱父

へtgい樹面しておけ1τば，3君悔1舳こすれば良・’が・多くの場合・1醐の・N！蝋が，

清幽己索りして困ろ物であろ。宗、lr局，こう云ふ揚合it・多年太陽槻測に從肛し・熟練して

みる窺測者に教九・乞ふて決うEするのが一番無難である・初心の問に凋らnま・に生孚可な

事なして押してみろご，白然その八の槻渕は不正確なものこして取扱ばれち催れが浅）ろ，

叉，M　j．11しアこ1燃，球1直醗の縁にある爲，接近じ⊂1・aiに見えてゐ7・のが・太陽のtl・，c、

近くに仕るご，明らかに2群こしか見えIQご云ふ搬ナよ揚合に度々遭遇ずる．これ等も熟練

し・て湖ξれ．ぱ，糸象1：ある111jiこ1窪1；か2群か少明月出目ろ様にナよつ周て來る・

　又，最初明らかに2群に分れてゐf：が・西へ自輔して行く中に・そのtlilMK新黒鮎が数

｛畷’民て1鮮アよつtニミ云ふ椥二合け・ろ・1砕つつに番凱・つけてみる楊合・特1こ

趣大期で，べ一門曲師・堀tろ脚燭含にL記の女11きこsの起つア・劇蟷に1」目する，

其の椥こ融群の職か1番島山血目山ければ旭・ナよくなるが・これも多雨1弍困

る．1：1分は，この場含，2欝のこちらかの醇號』か抹殺する方法な取ってみる・

　毎月の黒黙相中吸報告のイill封’数に甚だしい差異のあろのは，昌そ篤倍率，シ1イング等

にも，IUI，｛1ずるが一ゆ1碇に・’隈か生するlt）である事も明らb”C’　a）る・何しろ・群の加

101S・されるのだから，1群見落し漁り，少なく見療りしても，粗封数1こ於て10翼って來

ろ．．5．：ll以1・］：1騰1規測に従侃す・人の血振1‡・大灘・1三しいご見て良・’が・初心の方の鋤

llsl：［Xl分1濃測力｛ある1事は注意しブよけれ，ばなら7Sい。

太陽槻漂，評する1：（t・毎月の太F腋の見取圖棚える事であろ・玉子の雌1ゆ臨

轟いて，　これに，見t：圭Yの削正の位置た・富しjlえり・後刻「太陽紹緯線岡」によUJ正：しい

赤道ノど入1L一（　tjく．　これ九・一一年も績けるのご，何等見取圖7i’こらす，只漫然ご群ミ数のみ

殿へるのこは，其成ilノ～に非労1’な差た・．生じる・少し而倒臭いが見II（岡はメ走非おすすめする．

淡い小醜湘隙∫酪し易いものだから・是非ノ捻に2度も3度も太陽企購探して見

79ければナ郎ない．騨llで【規えない欄漸小無撒も10糎轍川｝ぜるから・1嘲こよる

差ylさ｛，亦仲々大きい．（未完）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊　達）


